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(54)【発明の名称】 データ電送装置

(57)【要約】
【課題】  低消費電力で送受信を行うデータ電送装置を
提供すること。
【解決手段】  移動局用無線装置１００は生体に装着さ
れ、前記生体に関する情報を収集する。収集された前記
生体に関する情報は、情報信号として固定局用無線装置
２００に送信される。固定局用無線装置２００は、移動
局用無線装置１００からの前記情報信号を受信する。移
動局用無線装置１００が固定局用無線装置２００に対し
て前記情報信号を送信するとき、固定局用無線装置２０
０が前記情報信号の送信を開始する開始信号を送信す
る。移動局用無線装置１００が前記開始信号を受信した
ときに、移動局用無線装置１００が前記情報信号を送信
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  生体に装着し、前記生体に関する情報を
情報信号として送信する移動局と、
前記移動局からの前記情報信号を受信する固定局とから
なり、
前記固定局から前記移動局に対して、前記移動局からの
前記情報信号の送信を開始する開始信号を送信し、前記
移動局が前記開始信号を受信したときに、前記移動局が
前記情報信号を送信するデータ電送装置。
【請求項２】  前記固定局は、前記移動局が前記情報信
号を受信してから前記情報を受信できなくなるまでの間
に、前記生体に対して指示する指示情報を前記移動局に
送信し、前記移動局は、前記指示情報を受信して、前記
指示情報に基づいて前記生体に指示を送信する請求項１
記載のデータ電送装置。
【請求項３】  前記生体に関する情報は脈、血圧、活動
状況、姿勢及び体温の少なくとも１つである請求項１又
は２に記載のデータ電送装置。
【請求項４】  前記移動体と前記固定局は、円偏波を有
する電波で通信する請求項１乃至３のいずれかに記載の
データ電送装置。
【請求項５】前記固定局と無線あるいは有線により接続
し、前記固定局の前記情報信号を受け取って前記生体の
行動を判断する機器を有する請求項１乃至４のいずれか
に記載のデータ電送装置。
【請求項６】  前記機器は、前記移動局に指示すべき前
記指示情報を固定局を通じて電送する請求項５記載のデ
ータ電送装置。
【請求項７】  前記固定局が設定された時間を超えても
前記移動局を認識することができないとき、前記固定局
はあらかじめ決められた連絡先に連絡する請求項５又は
６記載のデータ電送。
【請求項８】  前記移動局は、前記固定局から受信した
前記生体に関する情報が予め設定された値が、所定の範
囲を逸脱したときに、前記生体に対して前記所定の範囲
を逸脱したことを伝える請求項６又は７記載のデータ電
送装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】生体（人間や馬、牛、犬など
の動物をいう。）の情報を電送する電送装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来から無線を使って移動する無線装置
から生体等に関するデータを電送する手法は有る。その
多くは、移動する無線装置が能動的にデータを発信し、
受信側に電送する方式である。つまり、大きな送信出力
で強制的に受信側にデータを電送させる方式か、送信側
と受信側の間にレピータ機能を持つ無線装置を置き、中
継してから受信側に電送させる方法、または数多くの受
信側の電送装置を配し、データを収集する方法が取られ
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て来た。移動する無線装置は通常電池やバッテリーで駆
動しており、大電力での頻繁なデータの送信を行うと、
電池の頻繁な交換やバッテリーの充電行為につながる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】従来の無線装置は人間
に携帯させるため、その重量や大きさにはおのずと制限
されてしまう。また、無線装置は、移動する無線装置は
携帯する人が違和感を持たない物品の中に組み込む必要
がある。例えば、腕時計に無線装置を組み込んだ場合、
多くは腕時計の生活防水型であり、入浴や水仕事でも外
す必要がなく、常に携帯することができる。しかし、腕
にはめるため、小さな電源を使わざるを得ず、頻繁に通
信を行うと高い頻度で電池交換や充電が必要となる。腕
時計に組み込んだ移動する無線装置の可動寿命は、送信
出力、送信頻度と送信時間によって決まる。  老人の状
態をモニターするような把握に関する応用分野に用い要
素した場合、老人に電池交換や充電を頻繁に行わせるこ
とは、非常に煩わしい作業である。一方、消費電力を軽
減するために送信電力を単に下げると、受信側の無線装
置が受信できなくなる。
【０００４】また、無線装置を腕につけた場合、送信時
あるいは受信時に腕振りがなされると、人間の動きは複
雑であり、腕に携帯された無線装置の送信偏波面は常に
変化する。直接波の受信に於いて、偏波面の変化は受信
空中線に励起される電力が変化する、つまり受信強度に
影響が出る。このため、電波の不確実性から移動する無
線装置から発射された電波が、必ず受信側の基地局に到
達するとは限らない、という問題点があった。つまり、
移動する無線装置を携帯する人の健康状態に変化があっ
ても、基地局の無線装置がその状態を受信することがで
きないことである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明データ電送装置
は、生体に装着し、前記生体に関する情報を情報信号と
して送信する移動局と、前記移動局からの前記情報信号
を受信する固定局とからなり、前記固定局から前記移動
局に対して、前記移動局からの前記情報信号の送信を開
始する開始信号を送信し、前記移動局が前記開始信号を
受信したときに、前記移動局が前記情報信号を送信する
ものである。
【０００６】ホームヘルパー等の介護訪問を想定する
と、１ヶ月程度の電池寿命があれば良い。潜在的な病理
を持ちながら一人暮らしをする人や、健常者に見えても
病理が付きまとう一人暮らしの老人の為の状態モニター
を構築する事と、この様な人が多く集まる場所に於いて
個人個人の状態を管理する。微弱無線を組み込んだ腕時
計型コンピュータを状態モニターの送信手段とし、その
送信方法に工夫を加えて電池寿命を伸ばすことができ
る。また、その通信手段をシステム化する事で、コスト
を押さえた簡易的でありながら多機能な状態モニター機
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構を構築することができる。
【０００７】次に、本発明データ電送装置は、前記固定
局が、前記移動局が前記情報信号を受信してから前記情
報を受信できなくなるまでの間に、前記生体に対して指
示する指示情報を前記移動局に送信し、前記移動局は、
前記指示情報を受信して、前記指示情報に基づいて前記
生体に指示を送信するものである。
【０００８】次に、本発明データ電送装置は、前記生体
に関する情報は脈、血圧、活動状況、姿勢及び体温の少
なくとも1つである。
【０００９】次に本発明データ電送装置は、前記移動体
と前記固定局は、円偏波を有する電波で通信するもので
ある。
【００１０】次に本発明データ電送装置は、前記固定局
と無線あるいは有線により接続し、前記固定局の前記情
報信号を受け取って前記生体の行動を判断する機器を有
するものである。
【００１１】次に本発明データ電送装置は、前記機器
が、前記移動局に指示すべき前記指示情報を固定局を通
じて電送するものである。
【００１２】モニター機構自体を簡素化する事でコスト
を下げる事が可能となる。近年、通信手段の発達でパソ
コンは電話用モデムを搭載したものが殆どとなり、外部
への通信がプログラム化出来る。
【００１３】無線通信の不確実性により必要な通信が達
成出来ない場合、つまり発生した健康面の変化について
外部からの診断や助言が得られない時に、移動する無線
装置を携帯する人にその現象を音声や表示を用いて知ら
せ、同時に対処法を知らせる。
【００１４】次に、本発明データ電送装置は、前記固定
局が設定された時間を超えても前記移動局を認識するこ
とができないとき、前記固定局はあらかじめ決められた
連絡先に連絡するものである。
【００１５】本発明データ電送装置は、前記移動局が、
前記固定局から受信した前記生体に関する情報が予め設
定された値が、所定の範囲を逸脱したときに、前記生体
に対して前記所定の範囲を逸脱したことを伝えるもので
ある。また無線通信は不確定であり、緊急の場合に必ず
その内容が然るべき連絡先に到着しない事を想定し、急
激な体調の変化はサンプリングされる体調指標値から危
険を察知し、携帯人に伝えることができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】（第１の実施の形態）本発明のデ
ータ電送装置を図面に基づいて説明する。図１は、移動
局となる移動局用無線装置の基本ブロック図を示す。移
動局用無線装置１００は、生体の一部に装着する。例え
ば、人間であれば腕、動物であれば足や首などである。
本実施の形態では、人間が腕に装着する場合について、
説明する。
【００１７】移動局用無線装置１００の基本構成は、腕
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時計型コンピュータ１１０、生体やその生体がおかれて
いる環境に関する情報を収集するセンサー装置１５０、
電源１６０、基地局との通信を司るトランシーバ１７
０、送受信用空中線１８０とからなる。
【００１８】腕時計型コンピュータ１１０は、音声装置
１２０、データ記憶装置１３０、表示装置１４０で構成
される。音声装置１２０は、音声により人間に情報を伝
達したり、警告を発するなどを行う。また、音声装置１
２０は、移動局用無線装置１００を装着している人間
（携帯人）に、気分が良いか否かの体調を問い合わせた
りしても良い。さらに、音声装置１２０は、アラームな
どの音声ではない音を発するようにしても良い。データ
記憶装置１３０は、携帯人の健康状態に則した健康管理
ソフトウエアを記憶しておく。また、データ記憶装置１
３０は、携帯人の情報とセンサー装置１５０から受け取
る各種データを格納する。表示装置１４０は、携帯人に
問い合わせ内容や携帯人に指示する内容を表示する。な
お、表示装置１４０は、音声装置１２０と連動させて、
音声と表示を同時にあるいは組み合わせて表示させても
良い。
【００１９】センサー装置１５０は、携帯人の生体情報
をセンシングする。センシングされた生体情報は、腕時
計型コンピュータ１１０に送られる。電源１６０は、腕
時計型コンピュータ１１０、センサー装置１５０とトラ
ンシーバ１７０に電力を供給する。トランシーバ１７０
は、図２に示す固定局用無線装置を基地局として通信す
る。データ記憶装置１３０に記憶されている携帯人の情
報を送信し、携帯人に伝達したい情報を受信する。空中
線１８０は、トランシーバ１７０と接続して、電磁波を
大気中に放電する。
【００２０】移動局用無線装置１００に組み込まれた腕
時計型コンピュータ１１０内のセンサー装置１５０は、
指定された条件に従って、携帯人及びその携帯人がおか
れている環境の情報を読み取る。読み取られた情報は、
腕型コンピュータ１１０に送られる。送られた情報は、
時間情報と共に腕時計型コンピュータ１１０のデータ記
憶装置１３０に格納される。腕時計型コンピュータ１１
０に予め組み込まれた健康管理ソフトにより、直近の情
報がそのソフト内で規定された範囲を逸脱した場合に、
腕時計型コンピュータ１１０はその表示機能と音声等の
告知機能を使って、その内容を移動局用無線装置１００
を携帯する携帯人に伝える事が出来る機能を持つ。ま
た、同様の方法で、移動局用無線装置１００に対して発
せられた情報をトランシーバ１７０が受信して、移動局
用無線装置１００の携帯人に告知する機能をも持つ。
【００２１】図２は、移動しない固定局用無線装置の基
本ブロック図を示す。固定局用無線装置２００は、基地
局回路２８０と空中線２７０により構成される。固定局
用無線装置２００は、屋外通信網２６０と接続してお
き、決められて手順を電送用インターフェイス２４０か
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ら有線または無線を通じて、屋外の通信網２６０に接続
する。図示しない通信用コンピュータが、屋外通信網２
６０に接続されている。そして、固定局用無線装置２０
０と通信用コンピュータとは、各種データをやり取りす
る。また、固定局用無線装置２００を駆動させるため、
電源２５０と接続して外部から電力を供給する。なお、
充電できる高容量の電源を基地局回路２８０に組み込ん
でも良い。
【００２２】基地局回路２８０は、屋外通信網２６０と
の接続を行うための電送用インターフェイス２４０、各
種演算を行う中央処理装置２３０、通信を制御する通信
制御回路２１０、移動局用無線装置と送受信を行うトラ
ンシーバ２２０、空中線２７０とからなる。
【００２３】電送用インターフェイス２４０は、ＬＡＮ
（ｌｏｃａｌ  ａｒｅａ  ｎｅｔｗｏｒｋ）やモデムな
どの汎用に規格されたインターフェイスを使用する。中
央処理装置２３０は、電送用インターフェイス２４０の
信号のやり取りを制御したり、移動局用無線装置との送
受信するデータを管理する。通信制御回路２１０は、移
動局用無線装置との間で行われる送受信を制御する。ト
ランシーバ２２０は、移動局用無線装置と送受信を行
う。空中線２７０は、トランシーバ２２０と接続して、
電磁波を大気中に放射する。
【００２４】図３は、移動局用無線装置と固定局用無線
装置との間で行われる送受信のやり取りを示したもので
ある。
【００２５】移動局用無線装置１００は携帯人が携帯
し、固定局用無線装置２００は、移動局用無線装置１０
０を携帯する携帯人が頻繁に通過する地点を選んで設置
する。
【００２６】固定局用無線装置２００は、指定された間
隔で、絶えず移動局用送信装置１００に対して送信信号
３１０ａを発する。固定局用無線装置２００は、移動局
用無線装置１００がその通信可能範囲３２０に入るか否
かを見張る。移動局用無線装置が固定局用無線装置２０
０の通信圏内３２０にない場合、移動局用無線装置１０
０は、返答信号を発することなくスリープ状態にある
か、あるいは表示機能１４０に時刻表示をするに留ま
る。一方、移動局用無線装置１００が固定局用無線装置
２００の通信圏内３２０にある場合、移動局用無線装置
１００が固定局用無線装置２００の送信信号３１０ａを
受信すると、移動局用無線装置１００は、固定局用無線
装置２００に返答信号３１０ｂを送信する。返答信号３
１０ｂには、移動局用無線装置１００に記憶されている
携帯人の各種データ、例えば移動局用無線装置１００が
蓄えている生体及びその生体がおかれている環境の情報
などが含まれる。
【００２７】図４は、固定局用無線装置と通信用コンピ
ュータの通信関係を示した図である。固定局用無線装置
２００は、屋外通信網により有線または無線で通信用コ
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ンピュータ４００と接続されている。固定局用無線装置
２００は、移動局用無線装置から受信した携帯人及びそ
の携帯人がおかれている環境情報を記憶している。これ
らの情報を通信用コンピュータ４００に送信４１０す
る。このとき固定局用無線装置２００は、通信用コンピ
ュータ４００に通信があった事実と時間を含め、受け取
った情報を転送する。通信用コンピュータ４００は、こ
れを受信して携帯人の行動や携帯人の生態情報を分析す
る。転送するときには、転送する先に関しての情報とそ
の情報の種類が事前に登録されており、公共の通信手段
を用いて所定の方法と所定の情報を送信する事が出来
る。また、携帯人が異常な行動をしていたり、体調が乱
れているようであれば、携帯人の行動を抑制するデータ
や問診のための質問を固定局用無線装置２００に送る。
【００２８】このように、移動局用無線装置１００、固
定局用無線装置２００と通信用コンピュータ４００を用
いることで、例えば、潜在的な病理を抱えているが通常
の生活を送る事が出来る患者に対しての健康管理をおこ
なったり、老人、特に単独で生活を営む老人、について
の安全確認を行う為の手段として利用することができ
る。また、対象となる人間が居住する家庭内、病院内や
老人ホーム内等で常時監視を行うことができる。
【００２９】図５は、移動局用無線装置及び固定局用無
線装置における空中線を示したものである。図５（ａ）
は、固定局用無線装置における空中線を示す。空中線５
１０は、固定局用無線装置２００の上部に配置し、十字
形となるような形状とする。空中線５１０の整合方法
は、ガンママッチ法を使用する。２本の１／２波長の金
属線を９０度に交差させ、２本のガンマロッドを介して
給電する。２個の給電部の位相を９０度とし、９０度の
信号遅延装置を介して２個の給電部を接続する。
【００３０】図５（ｂ）は、移動局用無線装置の空中線
を示したものである。移動局用無線装置１００における
空中線５２０は、理想的には固定局用無線装置２００と
同様の空中線５１０を持たせる事である。移動局用無線
装置１００が腕時計型無線装置であるときには性能が低
下しまうが、腕時計型であることを考慮した十字形状を
変形した形で配線位置を決定する必要がある。腕時計型
無線装置１００では、中央から出た４本の空中線５２０
を途中からバンドの側面に敷設する。敷設する位置は出
来るだけ生体から離した場所を選ぶ。生体は高周波接地
として機能する為、その影響を避ける為に空中線を生体
から離す事が重要である。２本の空中線の遅延角度は中
心からバンドの縁に至る２本の線の角度分とする。
【００３１】図５（ｃ）は、円偏波空中線（アンテナ）
のおける模式図を示す。また、図５（ｄ）は円偏波の指
向性を示す。通信を行う上で、移動局用無線装置１００
から送信された内容を、固定局用無線装置２００が確実
に受信出来る事が要求される。偏波面を水平や垂直の一
定方向に決めてしまうと、偏波面が変化する事で固定局
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用無線装置２００の空中線５１０に励起される電力が変
化し、部分的に復調出来ない部分が発生するおそれがあ
る。このため、本実施例では偏波面を回転させる円偏波
を用いることで、受信強度の変動を緩和させる事が可能
となる。円偏波に於いて偏波面が回転する速度は周波数
に比例するので、人間の腕の動きよりも非常に早い速度
で回転する。ゆえに、移動局用無線装置１００を装着し
ている腕が動いても、均一な電界強度の電波の放射が可
能と成る。
【００３２】図６は、移動局用無線装置を充電している
状態を示す模式図である。移動局用無線装置１００の機
能を維持する上で、不可欠な行為は移動しない第１の無
線装置の充電である。基地局の機能を持つ固定局用無線
装置に対して、移動局用無線設備は受動的、つまり通信
範囲以内に入った事を確認した時にのみ送信を行う為、
送信に伴う電力消費を押さえる効果がある。また、所定
の動作をする時以外は、移動局用無線装置１００はスリ
ープ状態に置かれる為、電池での稼働が可能となる。本
実施例では、充電頻度は多くても月１回の割合という結
果が得られた。充電方法は、移動局用無線装置１００を
充電器１０００に乗せるだけで充電を行う。ホームヘル
パーが簡単に充電できるようにしてある。充電時間は数
時間で充分との結果が得られた為、例えば、ホームヘル
パーが充電行為を行ったとすると、ホームヘルパーが移
動局用無線装置１００を携帯する人の世話をする時間
で、充分に充電出来る可能性がある。もし、充電が忘れ
られて移動局用無線装置１００が送信出来なくなった場
合に、基地局の機能を持つ固定局用無線装置は、移動局
用無線装置１００が頻繁に通る場所を通らないこととな
る。このような状態は、携帯人の異常と考えられるた
め、通信用コンピュータを経由して異常の通報を所定の
連絡先に送る。連絡を受けた連絡先や関連の人々によっ
て、充電忘れの事実が判明する。あるいは、携帯人に充
電できないような事態が発生していることもあり得る。
【００３３】（第２の実施の形態）図７は、携帯人の健
康管理を行うシステムの模式図を示す。本システムは、
携帯人が装着する移動局用無線装置１００と、携帯人が
通過する場所に設置される固定局用無線装置２００と携
帯人の情報を通信用コンピュータ６４０からなる。
【００３４】移動局用無線装置１００は、生体やその生
体がおかれている環境の状態を表す指標を入手するよう
に、腕時計型コンピュータを使用する。これに組み込ま
れるセンサーは、各種のセンサーを使用することが可能
であるが、本実施例ではセンサー装置１５０として熱電
対１５０ａ、振動検出器１５０ｂと加速度センサー１５
０ｃの３つのセンサーを使用する。熱電対１５０ａは、
体温及び生体に近い外気温を測定する。振動検出器１５
０ｂは脈拍を測定する加速度センサー１５０ｃは生体の
活動状況を測定するセンサー装置１５０の各センサー１
５０ａ、１５０ｂ、１５０ｃが検出する値はアナログ信
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号で有るため、アナログ－デジタル変換装置６１０を用
いて数値化した値に変換する。変換されたデータは、サ
ンプリングデータ回路６２０に送られ、サンプリングデ
ータとして処理される。また、サンプリングデータ回路
６２０は、サンプリングデータを記憶する。
【００３５】腕時計型コンピュータ１００には、センサ
ー１５０ａ、１５０ｂ、１５０ｃの値を読み、その値を
数値に置き換えて記憶する他に、腕時計型コンピュータ
１００を携帯する人の健康を判断する健康管理ソフトウ
エア（ソフト）６３０が搭載されている。腕時計型コン
ピュータ１００に組み込まれている健康管理ソフト６３
０には、サンプリングする体温、外気温、脈拍数と活動
状況の指標に対して上限と下限が設定されている。この
設定値に対して、サンプリングした値と上下限値の比較
を行う。もし、サンプリングデータ回路６２０でサンプ
リングした値が通常範囲を逸脱した場合、つまり上限を
上回った場合や加減を下回った場合に、指標の内容に合
った注意を促す内容の告知を表示装置１４０により携帯
する人に対して行う。また、音声装置１２０から音声や
報音を発する。注意したい内容等により、表示装置１４
０と音声装置１２０のどちらかを使用するか、あるい
は、両方を使用するかを使い分けてよい。例えば、活動
状況の指標が上限を越えた場合は、注意を促す音声警告
と「過激な運動は控えましょう」等の表示を行う。ま
た、体温指標が半日以上に渡って上限値を越えた場合
は、「熱が高いです。医師と連絡を取ってください」の
等の告知と行動の指示を行う。告知や指示を受けた腕時
計型コンピュータ１００を携帯する人は、告知や指示を
される事で生体の異常に気づき、自発的に危険回避の行
動をとる事が可能となる。健康管理ソフトウエアに記憶
されている情報は、トランシーバ１７０を介して空中線
１８０から放電される。  基地局としての固定局用無線
装置２００の空中線２７０は、この情報を受信する。受
信された内容は、固定局用無線装置２００と直接あるい
は屋外通信網などで接続された通信用コンピュータ６４
０で、携帯人の健康状態を分析し、必要な指示を携帯人
に与えるように処理される。通信用コンピュータ６４０
で処理された内容は、固定局用無線装置２００から腕時
計型コンピュータ１００に向けて発信される。移動局用
無線装置１００がこれを受信して、移動局用無線装置１
００に電送されたメッセージを音声信号と共に、携帯人
に向けて腕時計型コンピュータ１００の表示画面１４０
に表示する。例えば、「ご機嫌いかがですか」等のメッ
セージや「次の電話番号に電話を入れてください」等の
依頼事項が考えられる。
【００３６】この実施例の特徴は、組み込まれた健康判
断ソフト６３０が判断出来る範囲の告知や注意が、携帯
人に対して瞬時に行えることができる。また、腕時計型
コンピュータ１００以外の外部からのメッセージ等を表
示や音声によって伝える事が出来る、という利点があ
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9
る。
【００３７】図８は、移動局用無線装置と固定局用無線
装置との間における相互動作を示したものである。
【００３８】基地局の機能を持つ固定局用無線装置２０
０は、短い間隔で移動局用無線装置１００に対し、移動
局用無線装置１００の認識とデータの送信を送信７１０
ｃし続ける。移動して来た移動局用無線装置１００が固
定局用無線装置２００の通信可能距離である通信圏内７
２０に来た時、移動局用無線装置１００は所定の方式を
用いて固定局用無線装置２００にデータを送信７１０ｂ
する。固定局用無線装置２００は、受け取った情報を無
線及び有線を介して通信用コンピュータ７３０に電送す
る。電送の確認が済んだ移動局用無線装置１００は、電
送確認が行われたデータのみリセットし、新たなデータ
の取り込みを開始する。本実施例に於いて、移動局用無
線装置１００は固定局用無線装置２００の電波を受けて
スリープ状態から活動状態に移る。そして、所定の作業
が終了すると、再びスリープ状態に戻る。移動局用無線
装置１００は、スリープ状態と能動的な電送を行わない
為に、電池の消耗を押さえる事が可能となる。
【００３９】図９は、携帯人の生体情報の処理を示した
フローチャートである。移動局用無線装置１００に搭載
されたセンサー装置１５０で、携帯人の生体情報を測定
する（Ｓ８００）。測定は、時系列的にセンサーから取
り込んで行われる。携帯人が有する固有の情報、例えば
体温、心拍数の限界値やその他疾患に直結した値の限界
値などを記憶しておく（Ｓ８２０）。移動局用無線装置
１００は、センサー装置１５０で得られたセンサーの測
定値が携帯人の限界値を超えたか否かを判断する（Ｓ８
１０）。限界値を超えていない場合、その内容を固定局
用無線装置２００に送信する（Ｓ８５０）。その内容を
通信用コンピュータで処理を行う（Ｓ８６０）。一方、
限界値を超えた場合、その内容は固定局用無線装置２０
０に送信される（Ｓ８３０）。固定局用無線装置２００
は、あらかじめ登録されている登録先（連絡先）に連絡
したりデータを転送する。電送先は例えば、移動局用無
線装置を携帯する人の主治医、家族、親戚、ホームヘル
パー等が考えられる。また、電送の手段は一般的な通信
手段が好ましく、本実施例ではパーソナルコンピュータ
のファックス機能及び電子メール機能を活用して、情報
を指定された場所に送る。この転送先が医師の場合、医
師は転送されて来たデータと限界値情報を見ることで次
の段階の対処が可能となる。このとき、医師がメッセー
ジを移動局用無線装置１００を携帯する人に対して送る
場合に、同様の通信手段を用い、移動局用無線装置１０
０を搭載した腕時計型コンピュータの表示部分にそのメ
ッセージを表示する事が可能となる。この方法は、主に
症状が緩やかに変化する疾患や、前兆を伴う疾患に対し
ての発作等の予知を行う上で、有効な手段であると言え
る。
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【００４０】図１０は、第１の無線装置と第２の無線装
置間の相互動作を示すフローチャートである。移動局用
無線装置１００は、センサー装置１５０により携帯人の
生体情報を収集する（Ｓ１０１０）。データの収集（採
取）が終了すると、移動局用無線装置１００は、スリー
プ状態となる（Ｓ１０２０）。固定局用無線装置２００
と通信できる通信圏内にあるか否かを判断する（Ｓ１０
３０）。通信圏内にない場合は、スリープ状態（Ｓ１０
２０）が維持される。一方、通信圏内にある場合は、固
定局用無線装置２００にデータを転送する（Ｓ１０４
０）。転送されるデータは、例えば体温、外気温、脈拍
数などである。転送が終了する（Ｓ１０５０）までデー
タが転送される（Ｓ１０４０）。データの転送が終了す
ると（Ｓ１０５０）、転送されたデータはリセットされ
る（Ｓ１０６０）。リセットすることで、少ないメモリ
ーでも有効にデータを採取することができる。リセット
されると、新たなデータを採取する（Ｓ１０７０）。採
取が終了すると、スリープ状態となり（Ｓ１０１０）、
移動局用無線装置１００の消費電力を抑える。
【００４１】固定局用無線装置２００は、移動局用無線
装置１００の認識を行うと共に移動局用無線装置１００
の受信信号を送信する（Ｓ１１００）。認識用の信号を
発してから設定された時間内に、移動局用無線装置１０
０からのデータ転送があるか否かを検出する（Ｓ１１２
０）。移動局用無線装置１００からのデータ転送があっ
た場合、このデータを通信用コンピュータに転送する
（Ｓ１１５０）。そして、通信用コンピュータでデータ
を分析し、必要な場合には、移動局用無線装置１００に
対しての指示や警告などを準備する（Ｓ１１６０）。一
方、移動局用無線装置１００からのデータ転送がなかっ
た場合、固定局用無線装置２００はメッセージ信号を送
信する（Ｓ１１３０）。このメッセージ信号を送信して
から、設定された時間内に移動局用無線装置１００から
のデータ通信があるか否かを判断する（Ｓ１１４０）。
時間内にデータ通信があった場合は、そのデータを通信
用コンピュータに転送する（Ｓ１１７０）。そして、通
信用コンピュータでデータを分析し、必要な場合には、
移動局用無線装置１００に対しての指示や警告などを準
備する（Ｓ１１６０）。一方、時間内にデータ通信がな
かった場合は、通信用コンピュータにその旨が送られる
（Ｓ１１９０）。そして通信用コンピュータは、通信用
コンピュータに予めプログラムされた連絡先に所定の方
式で通報するように指示を出す。本来、基地局の役目を
する固定局用無線装置２００は、携帯人が頻繁に通過す
る場所、例えばトイレ、台所や居間等に設置されてい
る。この場所を通過しない事は、つまり行動が通常とは
異なっている事を意味する。この場合、想定される状態
は、例えば携帯人が骨折等で動けなくなる物理的な疾患
を受けた場合や、通常は正常な生活を送るが潜在的な痴
呆症を持つ患者が人知れず徘徊した場合など、が考えら
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れる。後者の場合、携帯人が移動する範囲は失踪したと
きからの時間に関係する為、失踪した時間がある程度特
定できれば、操作範囲を特定し易いと言う利点がある。
この実施例に於いて、移動局用無線装置を携帯する人が
所定の場所を通過するだけで、生体情報や生体がおかれ
ていた環境の情報を集約する事が出来る。
【００４２】図１１は、複数の固定局用無線装置が設置
されている場所における、移動局用無線装置と固定局用
無線装置との送受信を表したものである。上記の実施例
においては、単独で生活する老人や潜在的な疾患を持つ
患者の健康モニターの機能を持つものとして、１組の移
動局用無線装置１００と固定局用無線装置２００におけ
る場合について説明した。複数の移動局用無線装置１０
０と複数の固定局用無線装置２００が存在する場合、こ
のような環境における実施も可能である。
【００４３】本実施例では、移動局用無線装置は装置毎
に識別番号を持つ、例えば病院等で患者が病院内を移動
するような場合を想定している。基地局となる固定局用
無線装置Ａ２００ａから固定局用無線装置Ｅ２００ｅの
５台を、廊下の壁などに設置する。固定局用無線装置２
００ａの場合、固定局用無線装置２００ａは移動局用無
線装置１００に対する認識信号９００ａを送信する。通
信圏内に患者である携帯人がいないので、移動局用無線
装置１００からのデータを受信することはない。固定局
用無線装置２００ｂの場合、固定局用無線装置Ｂ２００
ｂが認識信号９１０ａを送信すると、１番の識別番号を
持つ移動局用無線装置１００ａが通信圏内にあるので、
移動局用無線装置１００ａが保有しているデータを固定
局用無線装置Ｂ２００ｂに対して転送９１０ｂする。固
定局用無線装置Ｂ２００ｂに転送されたデータは、図示
しない通信用コンピュータに送られる。固定局用無線装
置Ｃ２００ｃと固定局用無線装置Ｅ２００ｅの場合も、
識別信号９１０ｃ、９１０ｅをそれぞれ送信する。識別
番号２を有する移動局用無線装置１００ｂと識別番号３
を有する移動局用無線装置１００ｃが、固定局用無線装
置Ｃ２００ｃと固定局用無線装置Ｅ２００ｅに対して、
データ転送９２０ｂ、９２０ｅをそれぞれ行う。各固定
局用無線装置Ｃ、Ｅに転送されたデータは、図示しない
通信用コンピュータにそれぞれ送られる。固定局用無線
装置Ｄ２００ｄの場合、固定局用無線装置Ｄ２００ｄが
移動局用無線装置１００を認識する認識信号９１０ｄを
送信する。
【００４４】このようにすることで、複数個設置されて
いる固定局用無線装置の何れからか、指定された患者の
生体情報や生体がおかれている環境の情報を収集するこ
とが出来る。また、情報を受け取った地点が判る事で、
特定の患者が病院内のいる場所を特定出来る利点があ
る。
【００４５】従って、特定の患者、例えば移動局用無線
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装置１００ａを携帯する人に対して、固定局用無線装置
Ｅ２００ｅから指示や伝言を伝える事も可能となる。そ
の指示内容や伝言内容は、移動局用無線装置である腕時
計型コンピュータの表示機能に表示を行う事で、前記特
定の患者に与えられる指示や内容が本人のみに伝えられ
る利点がある。特に、その指示や内容が本人のプライバ
シーに係わる内容であるとき、その効果はより大きなも
のとなる。
【００４６】
【発明の効果】
【図面の簡単な説明】
【図１】移動局となる移動局用無線装置の基本ブロック
図である。
【図２】固定局用無線装置の基本ブロック図である。
【図３】移動局用無線装置と固定局用無線装置との間で
行われる送受信のやり取りを示した図である。
【図４】固定局用無線装置と通信用コンピュータの通信
関係を示した図である。
【図５】移動局用無線装置及び固定局用無線装置におけ
る空中線を示した図である。
【図６】移動局用無線装置を充電している状態を示す斜
視図である。
【図７】携帯人の健康管理を行うシステムの模式図であ
る。
【図８】移動局用無線装置と固定局用無線装置との間に
おける相互動作を示した図である。
【図９】携帯人の生体情報の処理を示したフローチャー
トである。
【図１０】第１の無線装置と第２の無線装置間の相互動
作を示すフローチャートである。
【図１１】複数の固定局用無線装置が設置されている場
所における、移動局用無線装置と固定局用無線装置との
送受信を表したものである。
【符号の説明】
１００  移動局用無線装置
１１０  腕時計型コンピュータ
１２０  音声装置
１３０  データ記憶装置
１４０  表示装置
１５０  センサー装置
１６０、２５０  電源
１７０、２２０  トランシーバ
１８０、２７０  空中線
２００  固定局用無線装置
２１０  通信制御回路
２３０  中央処理装置
２４０  電送用インターフェイス
２６０  屋外通信網
２８０  基地局回路
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